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「湊川隧道」雑感

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　兵庫県神戸県民局長　　平　野　正　幸

　今、小学校４年生の子供たちは、学校で郷土の歴史を学ぶ授業を受けています。湊川隧道の見学会も

その一つとして実施されており、神戸土木事務所の職員が、毎年多くの生徒達に旧湊川の付け替えに伴

う湊川隧道の建設や、阪神・淡路大震災で神戸が被った被害の状況、また、それを契機とした新湊川ト

ンネルの整備について説明しています。

　その職員達から聞きますと、隧道の入り口から連絡通路に展示されているパネルの説明よりも、灯に

照らされた昔の姿をそのまま現しているレンガ造りの隧道を見たとたん、皆が目を輝かせそのすばらし

さに感じ入っているのが手に取るようにわかるということです。実物はどんな説明より多くを語りま

す。このような歴史的な近代土木遺産がきちんとした形で残されていることに誇りを感ぜざるをえません。

　20世紀の始まりとともに築造された湊川隧道は、その当時の世界でも最高レベルの技術で造られ、意

匠的価値も極めて高いものです。生徒達もそのすばらしさが直感的に理解できるのだと思います。21世

紀の始まりとともに隧道は当初の役目を終えましたが、「湊川隧道保存友の会」の方々のご尽力で第２

の歴史を刻んでいます。

　昨年の「土木の日」（11月18日）には、この中で神吉先生の講演を伺った後、毎月の第３土曜日に催

されている「一般公開」では立ち入れない隧道奥まで多くの人が足を踏み入れました。100年の時間旅

行をしたみたいだと非常に好評でした。また、今回初めての試みとして、１月第３土曜日の「一般公

開」に併せ隧道の中に竹筒の灯篭を200本並べ、震災の犠牲者を悼むとともにその経験と教訓を忘れる

ことなく、安全安心な社会づくりを進める思いを込めた催しを行いました。

　このように、過去の人々が築いてきた立派な財産を守り続けるとともに、多くの県民に湊川隧道のす

ばらしさを伝える「湊川隧道保存友の会」の皆様の活動に感謝いたしますとともに、隧道がこれからも

永く様々な世代の人々に感動を与え続けてくれることを心より期待いたします。

－ １ －

湊川隧道保存友の会会報　　　　　　　　　　第12号

左の写真は、吐口側坑門に掲げられた小松宮彰仁親王による扁額です。



湊川隧道ミニコンサート、この１年（その１）湊川隧道ミニコンサート、この１年（その１）

日　　　時：平成24年３月17日（土）
グループ名：富士通テンビッグバンド
見 学 者 数：93名

ジャズ・ビッグバンド

一昨年５月より、社内の有志を集めて結成した、富士通テンの社内ビッグバンドです。
楽しく愉快に演奏して、同僚達を元気にしようと思っています。まだまだ駆け出しの
バンドですが、仕事の合間をぬって、がんばって活動しています！

木管五重奏

ゴレンジャークインテットは、全員、神戸で40年の歴史を持つアマチュアオーケストラ、神戸市民交響楽団
のメンバーです。初めて集まって練習したのは、1995年1月16日のこと、あの震災の前日でした。当初のメ
ンバーが海外転勤となったファゴットを除き、他は全員同じメンバーで15年間にわたり演奏活動をしており
ます。現在のレパートリーは数十曲に及び、本格的なオリジナルの管楽五重奏曲、ピアノを加えた六重奏
曲、古今和洋にわたる編曲もの、さらには弦楽器を交えた室内楽アンサンブルなど様々な曲に挑戦してお
ります。今まで、県内外のミニコンサートや結婚式などで演奏活動をしてまいりました。平成22年の4月に
「ゴレンジャークインテット」でデビューしました。

一弦琴・リコーダー

弦楽 直海(にわたずみ)の会は管弦のしらべ、竹笛・一弦琴の音色は日本古来のゆかしさと清楚な潤いに篭め
られております。
今年のNHK大河ドラマ平清盛にあやかり、一弦琴は今様、忠度を謡曲は敦盛、竹笛は青葉の笛を演奏しま
す。また、東日本震災の復興を願って青葉城恋歌・時代・千の風になって、アベ・マリア、ふるさとを演奏
します。ご一緒に歌って頂けましたら幸甚です。
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ブラスバンド

こんにちは、夢野中学校吹奏楽部です。毎日元気に活動しています。
一生懸命がんばって演奏しますので、お聴きください。

日　　　時：平成24年4月21日（土）
グループ名：ゴレンジャークインテット
見 学 者 数：131名

日　　　時：平成24年５月19日（土）
グループ名：直海会（にはたずみのかい）
見 学 者 数：127名

日　　　時：平成24年6月16日（土）
グループ名：夢野中学校　吹奏楽部
見 学 者 数：105名

日　　　時：平成24年7月21日（土）
グループ名：昭和吟詠会
見 学 者 数：112名

詩　吟

平家と源氏の物語は神戸にはゆかりのある話であり、私ども昭和吟詠会も平成18年７月創立50周年記念大会
開催のときに「源平を偲ぶ」と題した構成吟を吟じました。「大輪田泊」、「常盤雪行」、「青葉の笛」
「敦盛塚」、そして「一谷懐古」など構成した番組を披露させていただきます。
日本は昨年東日本大震災に遭い、未曽有の被害を受けました。その後、懸命に復興が進められています。平
成７年阪神淡路大震災を経験した神戸の人々にとって、他人事ではありません。帰れぬ故郷への想いを持つ
人々への応援をこめ、李白作「静夜思」「白帝城」、室尾犀星の詩「小景異情」、ふるさと神戸を詠った
「神戸八景」をまじえた構成吟「ふるさと」をお聞きください。

瓢箪笛・筝など

四季大香は芸術文化を愛している人々の集いです。
互いに協力しあいながらプロ・アマチュア分野の垣根を越え、現在120名のメンバーで結成しています。主に
兵庫県内の老人ホーム・病院等で夢一杯・手作りコンサートを意欲的に開催し12年目を迎えようとしている
ボランティア団体です。　

日　　　時：平成24年8月18日（土）
グループ名：四季大香
見 学 者 数：134名

※各グループのコメントは、予告リーフレットに記載された紹介文です。




